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障害のある外国にルーツをもつ
子どもたちへの教育

茨城県立伊奈特別支援学校の場合

2020年11月6日

 伊奈特別支援学校

 特別支援教育コーディネーター

 鈴木 智子

茨城県立伊奈特別支援学校

・知的障害のある子どもたちが
学んでいる学校

・2020年度 ２９２名在籍

・小学部，中学部，高等部

・自立的な生活と主体的な社会
参加を目指す

・「やってみよう」という気持ちを
大切にした教育

通学区域別児童生徒分布

つくばみらい市

常総市
水海道地区

守谷市

取手市

伊奈特別支援学校

つくば市
茎崎地区

取手市 103名

常総市（水海道地区） 42名

守谷市 77名

つくばみらい市 58名

つくば市（茎崎地区） 11名

その他 1名

本校に在籍している外国ルーツの子ども

・数人が在籍
・国籍はブラジル，フィリピン，韓国，中国など
・小学1年生から入学するケース，中学部や高等部から転
入学するケースも

・生育歴，相談歴については記録がないため不明
（日本国籍の場合も同じ）

・障害に関する主治医の有無は様々
・療育手帳や身体障害者手帳は全ケースが所持

→本校入学前に，保健センターの健診後フォロー，療育
機関，保育所等で情報提供がなされ，手帳取得や医療機
関につながったのだろう
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知的障害のある外国ルーツの子どもへの
支援（校内で共通して実施している点）

・知的障害や発達障害があるため，口頭でのやりとりだ
けで学習（授業・日常生活）をすることは難しい。

分かる環境をどう作ってあげるか

→音声言語だけに頼らない
→視覚的な手掛かりを積極的に活用
（実物，写真，イラスト，数字や文字）

→言葉が分かる子にも，口頭での指示は端的に

（単語，一度に一文）

分かる→安心
→学びたい

知的障害のある外国ルーツの子どもへの
支援の難しさ

・知的障害や発達障害があるため，本人が学校でのことや家
庭でのことを説明することが難しい。

→かかわる大人が連携して，子どものことを理解し支援する
必要がある。

・身辺自立のためには，支援の仕方（手順やタイミング）
など細かい点まで保護者と連携して取り組むことが有効。

→保護者とどのようにコミュニケーションをとり，足並みを
そろえて取り組めるか。

知的障害のある外国ルーツの子どもに
スムーズな支援をするために有効なこと①

【移行支援を丁寧に】
・本校への転入学前の移行支援として，保育所や療育機
関，在籍中の学校から，子どもの実態や支援方法につ
いて具体的に情報をもらっておくことが有効。（文書
での引継ぎと移行支援会議の実施）

・本校卒業後の進路先（就労先や福祉事業所）にも，本
人への配慮点の他，家庭との連絡方法なども情報提供
する。

本校入学時
保育所や療育機関から

『個別移行支援について』
・身体・健康
・基本的生活習慣
・言語・数量
・社会性・遊び
・運動
・好きなこと・得意なこと
・嫌いなこと・苦手なこと
・特記事項

この文書をもとに，直接会って

詳しく引継ぎしていただく。
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本校卒業時
就労先や福祉事業所へ
『移行支援個人票』
・障害名・手帳の有無・連絡先
・会話・指示の理解
・読み書き・文章理解
・数概念・計算/時間の概念
・作業能力・持続力
・体力・健康・医療上の配慮
・合理的配慮・支援方法
・実習の記録
・出欠の状況

この文書をもとに，直接会って

詳しく引継ぎする。

知的障害のある外国ルーツの子どもに
スムーズな支援をするために有効なこと②
【分かりやすい環境の提供】
＊視覚的な手掛かりの活用

大きさの見本 何枚ちぎったら終了か

知的障害のある外国ルーツの子どもに
スムーズな支援をするために有効なこと③
【分かりやすい環境の提供】
＊視覚的な手掛かりの活用
イラストの手順表 足型やテープでルートを明示

知的障害のある外国ルーツの子どもに
スムーズな支援をするために有効なこと④
【分かりやすい環境の提供】
＊見通しをもてるための配慮

活動の流れを一定に 帯で日程を組む
校
時

月 火 水 木 金

１

日常生活の指導（着替え）
体育（トレーニング）

Ｓ Ｈ Ｒ （ 朝 の 会 ）

２ 国語 数学 国語 数学 国語

３ 保健
体育

作業
学習

作業
学習

美術
職業
家庭

４

給 食

５

生活
単元
学習

総合 音楽

特別
活動

道
徳

自立
活動

６
日常生活の指導
（着替え・帰りの会）
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知的障害のある外国ルーツの子どもに
スムーズな支援をするために有効なこと⑤
【分かりやすい環境の提供】
＊見通しをもてるようにするための配慮

場所と活動を結び付ける
例；トイレ＝排泄する
音楽室＝音楽の授業
学習室＝国語・算数の授業
マットの上＝着替え
教室の隅のミニテント

＝クールダウンする

リハーサルをしてから本番
例；教師と個別に練習してか
らクラス全体で発表
歯科健診の前に写真やイラ

ストでやることを確認し，教
師と口を開ける練習をしてか
ら，保健室で健診を受ける

ご静聴ありがとう
ございました。

～おまけ～
11月1日～30日

本校ホームページにて
学校公開をします。
ぜひご覧ください！
「伊奈特別支援学校」で検索
＊図工・美術作品のコラージュ写真
＊学校医 西村一医師による講演動画
＊交流及び共同学習の写真
＊キャリア教育に関する取組


